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（百万円未満切捨て） 

１．2023年９月期の業績（2022年 10月１日～2023年９月 30日） 

(1)経営成績   （％表示は対前期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年９月期 893 28.0 △45 ― △43 ― △48 ― 

2022年９月期 697 52.9 △107 ― △112 ― 123 ― 

1 株当たり   

当期純利益 

潜在株式     

調整後 1 株当たり

当期純利益 

自己資本   

当期純利益率 

総資産    

経常利益率 
売上高営業利益率 

円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2023年９月期 △82.22 ― △26.5 △6.3 △5.0

2022年９月期 208.77 ― 84.4 △12.5 △15.4

(参考) 持分法投資損益 2023年９月期 ―百万円  2022年９月期 ―百万円 

(2)財政状態

総資産額 純資産額 自己資本比率 1 株当たり純資産額 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

2023年９月期 674 158 23.6 269.45 

2022年９月期 709 207 29.3 351.67 

（参考）自己資本 2023年９月期 158百万円  2022年９月期 207百万円 

(3)キャッシュ・フローの状況

営業活動による   

キャッシュ・フロー

投資活動による   

キャッシュ・フロー

財務活動による   

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高 

百万円 百万円 百万円 百万円 

2023年９月期 △120 △61 49 417 

2022年９月期 68 927 △615 550 



 
 
 

 
                            

２．配当の状況 

 

 
年間配当金 配当金総額

（合計） 
配当性向 

純資産  

配当率 中間期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

2022年９月期 0.00 0.00 0.00 ― ― ― 

2023年９月期 0.00 0.00 0.00 ― ― ― 

2024年９月期(予想) 0.00 0.00 0.00  ―  

 

３．2024年９月期の業績予想（2023年 10月１日～2024年９月 30日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 960 7.5 5 ― 2 ― 1 ― 2.52 

 

※ 注記事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更  ：無 

③ 会計上の見積りの変更   ：無 

④ 修正再表示    ：無 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式含む） 2023年９月期 590,000株 2022年９月期 590,000株 

② 期末自己株式数 2023年９月期 ―株 2022年９月期 ―株 

③ 期中平均株式数 2023年９月期 590,000株 2022年９月期 590,000株 

 

 

※ 決算短信は公認会計士または監査法人の監査の対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）

３ページの「１．経営成績 (3)今後の見通し」をご覧ください。
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	１． 経営成績
	(1) 経営成績に関する定性的情報
	当期の経営成績
	当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による経済への影響が和らぐ中で、個人消費の持ち直しが見られるなど、景気は緩やかな回復基調となりました。一方感染拡大の懸念や、ウクライナ・ロシア情勢の長期化や、急激な円安等の影響によるエネルギー価格や原材料価格の上昇に加え労働力不足による人件費上昇などもあり、先行きは依然として不透明な状況が続いております。外食市場においては、行動制限や営業制限が解除されたことにより、社会活動の正常化に伴い客数は緩やかに回復傾向にあります。
	以上の結果、当事業年度の売上高は893,306千円（前年同期比28.0％増）、営業損失は45,062千円（前事業年度は107,496千円の営業損失）、経常損失は43,867千円（前事業年度は112,472千円の経常損失）、当期純損失は48,512千円（前事業年度は123,176千円の当期純利益）となりました。
	なお、当社はレストラン事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
	(2) 財政状態に関する定性的情報
	①　資産、負債及び純資産の状況
	（流動資産）
	当事業年度末における流動資産は、前事業年度末と比べ93,846千円減少し、516,360千円となりました。これは主に、現金及び預金の減少133,075千円、未収消費税等の増加26,466千円、預け金の増加7,539千円、売掛金の増加6,692千円によるものであります。
	（固定資産）
	当事業年度末における固定資産は、前事業年度末と比べ59,288千円増加し、158,242千円となりました。これは主に、建物の増加56,159千円、建設仮勘定の増加2,600千円、工具、器具及び備品の増加1,217千円によるものであります。
	（流動負債）
	当事業年度末における流動負債は、前事業年度末と比べ31,995千円減少し、103,760千円となりました。これは主に、未払消費税等の減少60,264千円、資産除去債務の減少5,474千円、一年内返済予定の長期借入金の増加14,151千円、未払費用の増加4,365千円、預り金の増加4,341千円、賞与引当金の増加2,791千円によるものであります。
	（固定負債）
	当事業年度末における固定負債は、前事業年度末と比べ45,949千円増加し、411,868千円となりました。これは、長期借入金の増加35,507千円、資産除去債務の増加3,489千円、退職給付引当金の増加3,467千円、リース債務の増加2,468千円、繰延税金負債の増加1,018千円によるものであります。
	当事業年度末における純資産は、前事業年度末と比べ48,512千円減少し、158,973千円となりました。これは、当期純損失48,512千円の計上によるものであります。
	②　キャッシュ・フローの状況
	当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して133,075千円減少し、417,250千円となりました。
	当事業年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。
	（営業活動によるキャッシュ・フロー）
	営業活動の結果使用した資金は120,423千円（前事業年度は68,217千円の獲得）となりました。これは主に、税引前当期純損失46,909千円を計上したことのほか、未払消費税等の減少額60,264千円、未収消費税等の増加額26,466千円、売上債権の増加額6,692千円によるものであります。
	（投資活動によるキャッシュ・フロー）
	投資活動の結果使用した資金は61,874千円（前事業年度は927,588千円の獲得）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出58,846千円、資産除去債務の履行に伴う支出5,963千円、敷金の返還による収入5,400千円によるものであります。
	（財務活動によるキャッシュ・フロー）
	財務活動の結果獲得した資金は49,222千円（前事業年度は615,000千円の使用）となりました。これは主に、長期借入れによる収入51,500千円によるものであります。
	今後の見通しにつきまして、ワクチンの接種率の増加が契機となり新型コロナウイルス感染症が収束に向かっており、インバウンドを含む観光関連産業を中心に戻りつつありますが、新たにインフルエンザの感染増加傾向がみられます。このような中、労働力不足、人件費や原材料の高騰に対し、販売商品への価格転嫁を実施しながら店舗展開の実践に取組んでまいります。
	来期の業績予想については、売上高は960,260千円（前年同期比7.5％増）、営業利益は5,282千円、経常利益は2,254千円、当期純利益は1,489千円を見込んでいます。
	(1) 貸借対照表
	(2)  損益計算書
	(3) 株主資本等変動計算書
	(4) キャッシュ・フロー計算書
	（持分法損益等）
	該当事項はありません。
	（セグメント情報等）
	当社は、レストラン事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載を省略しております。
	（注）１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
	（重要な後発事象）




